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基本計画の取り組み方03
基本計画は、基本構想で示したまちの将来像の実現に向けて取り組みを進めて

いきます。

行政は、各分野の基本計画で定めた目指す姿や方向性を道しるべとしながら、

P12 で 示 し た「 これからのさつま町に必要な視点」に基づき、現状や町民のニー

ズを踏まえた取り組みを検討し進めていきます。

基本計画では分野ごとの大きな方向性にしぼって計画を立てているため、その

時々の変化に応じたきめ細かな対応については、具体的な取り組みを進めるため

にさらに細かな計画（個別計画）を立てます。

また、分野の目標である成果指標のほか、行政の取り組みがどれだけ進んでい

るかを測るための進捗管理指標を設定しています。この２つの指標によって、「行

政の取り組みが順調に進んでいるか」「まちづくりの成果が表れたか」がわかる

ようにします。

なお、進捗管理指標については、個別計画で設定することが多いため、総合振

興計画においては指標項目の設定にとどめ、個別計画での管理を行っていきます。

この計画は、行政だけでなく、さつま町にかかわるすべての人が協力してまち

づくりを進めることができるよう、まちが取り組んでいく方向性をわかりやすく

示しました。

また、どんな分野においても、町民のみなさんの理解と協力が不可欠であるこ

と を 知 っ て い た だ く た め、「 ま ち の み ん な で で き る こ と 」 を 記 載 し て い ま す。 ま

ずは、興味のある分野やかかわりのある分野において、さつま町がどんなまちを

目指していくのかを知り、自分のできることから行動を起こしてみてください。

行政の取り組み方

さつま町全体での取り組み方
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地域や職場、行政などのさまざまな支援によってこどもと保護者が心の余裕を持って暮らし、
地域のみんなでこどもの成長を分かち合えるまちになっています。

R6 R12

分野

１ 子育て子育て

●子育てに関する相談窓口や子育てサロンの実施

を通じて、こどもと保護者へのきめ細かな支援

を行っています。

●家庭状況の多様化や地域の変化による子育ての

しにくさが課題となっています。

●こどもと保護者を地域全体で支える「子育てし

やすいまち」に向けた取り組みが必要です。

さつま町のいま 成果指標
保育や子育て関連施策に関する満足度 26.1％ 30.0％

●産前から産後の母親へのケアや、こどもの健診・
育児相談など、医療機関や保育・教育関係機関
等と連携し継続的な支援を行います。

まちのみんなでできること

まちのみんなでできること

まちのみんなでできること

●保育料など子育てにかかわるさまざまな費用に
ついて助成を行うとともに、その制度について
周知を進めます。

●子育て支援に関するサービスや制度、相談支援
などの充実と、デジタル技術を活用したサービ
スを利用しやすい環境づくりを進めます。

●ひとり親家庭や貧困、虐待など、さまざまな家
庭環境にあるこどもと保護者を支えるため、行
政や関係機関の職員の資質向上に努めるととも
に、新たな担い手の確保に取り組みます。

●地域の住民や子育て世代が集い、交流できる機
会や、地域で子育てを応援できる仕組みづくり
を進めます。

●予防接種助成や乳幼児へのフッ化物塗布、歯科
相談を通じて、こどもの健康を守るとともに、
医療費負担の軽減に取り組みます。

●特性や発育、生まれ育った環境にかかわらず、こど
も・若者一人ひとりに寄り添い、ライフステージ
や成長に合わせて切れ目なくきめ細かな支援がで
きるよう、関係機関の連携体制づくりを進めます。

●放課後児童クラブなど、こどもの学校と家庭以
外で過ごせる居場所づくりを進めます。

●健診などの受診を通じて、こどもと
自身の健康状態を把握しましょう。

●地域や職場は、保護者の仕事と子
育ての両立を応援しましょう。

●子育てイベントなどに参加し、地
域とつながりを持ちましょう。

●地域のみんなで、こどもの成長を
見守りましょう。

施
策の方向性

施
策の方向性

施
策の方向性

こどもと保護者の健康と健やかな成長を守ります

安心して子育てができる支援と環境を整えます

こどもと保護者を地域のみんなで応援します

●母子手帳アプリ登録率
●産後ケア応援券利用率
●地域子育て支援センター利用者数

●過疎地域持続的発展計画
●健康さつま 21
●子ども・子育て支援事業計画
●さつま町建設計画

●障がい福祉計画・障がい児福祉計画
●地域福祉計画・地域福祉活動計画
●ＤＸ推進計画
●職員ワーク・ライフ・バランス推進プラン

進
捗
管
理
指
標

関
連
計
画

目指す姿
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学校が教育・成長の場として機能を十分に発揮し、
こどもから大人まで、地域や自然のなかでさまざまな経験を通じて成長しています。

●全国学力・学習状況調査、鹿児島学力・学習
状況調査正答率の平均以上教科数（小学５・
６年・中学１・２・３年）

●生涯学習講座の年間累計受講者数

●過疎地域持続的発展計画
●教育振興基本計画
●子ども読書活動推進計画

●さつま町建設計画
●さつま町立学校施設等長寿命化計画
●ＤＸ推進計画

進
捗
管
理
指
標

関
連
計
画

分野

２ 学校教育・社会教育学校教育・社会教育

●こどもの学びたい意欲を大切にする教育環境の

充実に向けて、学校間連携、ICT 活用、地域連

携など、さまざまな取り組みを進めています。

●多様化するこども一人ひとりの課題、不登校対

応など、きめ細かな対応が必要です。

●魅力ある学校づくりや、郷土愛と幅広い教養を

身につけることができる環境づくりが必要です。

さつま町のいま

目指す姿

●校種間連携を通じて、魅力的な学校づくりとよ
りよい教育環境整備について検討するととも
に、就学前後のギャップを埋めるため、幼稚園・
保育所・小学校の連携と情報共有を進めます。

●障がいの有無にかかわらず、こどもが互いに認
め合い、育つことができるよう、特別支援教育
やインクルーシブ教育を推進します。

●地域や企業などと連携した生涯学習のメニュー
を提供し、学びと交流の機会の充実を進めます。

● ICT 技術の活用など、学びの環境を整えるとと
もに、キャリア教育・郷土教育による「生きる
力」と「郷土愛」をはぐくみます。

●「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体
的に充実させ、主体的・対話的で深い学びがで
きる授業を目指します。

●地域の特色を生かした学校運営を進め、コミュ
ニティ・スクールの取り組みと地域学校協働活
動を一体的に推進します。

●安心・安全な給食の提供による地産地消と食育
の推進や、安定した給食の提供に向けた施設・
設備の適切な維持・更新を進めます。

●いじめや不登校などの課題を抱えても、本人の
意向に沿って学びを継続できる「誰一人取り残
さない学びの保障」に向けて、教育支援センター
や「学びの多様化学校」での学びを進めます。

●「さつまっ子の日」の周知のほか、学校等と連携
した家庭教育や青少年の健全育成を推進します。

●誰もが本を通じて学ぶことができるよう、図書
館機能を充実し、本に親しむ機会を提供します。

●地域の文化や自らの知識や技術を
生かして、こどもたちが地域で学
び、育つ機会をつくりましょう。

●子育て世代やこども一人ひとりの
考え方や特性に寄り添い、地域で
支え合いましょう。

●興味や関心を持つことを忘れず、
学ぶ楽しさをみんなで分かち合い
ましょう。

●学校の教育目標を理解し、協力し
てこどもの成長を応援しましょう。

●図書館や公民館などを利用・活用
し、地域の学ぶ場を守りましょう。

施
策の方向性

施
策の方向性

施
策の方向性

こどもが主体的に学べる教育環境を整えます

家庭やこどものニーズに対応できる体制をつくります

誰もが学び・育つ多様な機会をつくります

まちのみんなでできること

まちのみんなでできること

まちのみんなでできること
R6 R12成果指標

学校教育・教育環境に関する満足度※

生涯学習講座等に関する満足度※

52.8％

70.8％

65.0％

75.0％

※総合振興計画策定にかかるアンケート調査のうち
「どちらともいえない」「わからない」を除いて算出

学びの多様化学校：文部科学省が指定する不登校特例校。さまざまな事情により、学校への登校が難しい生徒に対し、一人ひ
とりの状況に応じて時限数や内容を調整しながら学びを支援する。
ICT：Information Communication Technology の略。情報通信技術のこと。

用語
解説
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地域資源を活用した、楽しく・継続的に文化やスポーツにふれる機会が整い、
地域とのつながりを持ちながらいきいきと活動しています。

分野

３ 文化・スポーツ文化・スポーツ

●地域のスポーツ活動の支援などを通じて、誰も

がスポーツにふれる機会の創出を進めています。

●伝統文化の継承や文化財の保全を進めるととも

に、文化や芸術にふれる環境整備を進めています。

●伝統芸能の継承に携わる担い手やスポーツ活動

の参加者など、文化・スポーツにかかわる人の

減少が課題となっています。

さつま町のいま

目指す姿

●地域ごとに特色のある伝統文化や芸能に取り組
む団体と連携し、担い手の育成や活動支援を行
います。

●文化・スポーツの拠点となる施設について、持続
可能なあり方の検討と計画的な管理を行います。

●全国大会への出場に向けた支援など、全国や世
界で活躍したい町民を支援するとともに、部活
動の地域展開や支援者育成に取り組みます。

●スポーツ合宿などを受け入れる体制を整え、ス
ポーツによる町内外の交流を促進します。

●町内の文化財について、関係団体や地域と協力
して保全・管理を進めます。

●歴史や伝統文化など、その背景や地域とのかか
わりなどを多くの人に知ってもらえる取り組み
を進めます。

●年齢や障がい、性別を問わず文化・スポーツ活
動にふれることのできるイベントや機会をつく
り、町民の豊かで元気な心をはぐくみます。

●地域のスポーツ活動を支援し、多様な世代の交
流によるつながりづくり・健康づくりに取り組
みます。

●地域の文化を世代を超えて学び、
将来へつなぎましょう。

●町内の文化施設・スポーツ施設を
活用しましょう。

●家庭や地域など、身近な関係のなか
で体を動かす習慣を持ちましょう。

●伝統文化を披露する場を設け、たく
さんの人に知ってもらいましょう。

●新たな文化・スポーツ活動に興味
を持ち、積極的に参加しましょう。

●スポーツに励むだけでなく、指導
や応援など、地域一丸となってそ
の喜びを分かち合いましょう。

施
策の方向性

施
策の方向性

施
策の方向性

魅力ある伝統文化を後世につなげます

文化・スポーツ活動を楽しめる環境を整えます

誰もがスポーツにふれることができる機会をつくります

まちのみんなでできること

まちのみんなでできること

まちのみんなでできること
R6 R12成果指標

芸術・文化に親しむ機会に
関する満足度

18 歳以上の
週 1 回以上のスポーツ実施率

伝統文化の保存・継承に
関する満足度

22.6％

44.1％

20.5％

45.0％

50.0％

40.0％

●スポーツ施設利用者数
●郷土芸能保存活動団体数
●歴史資料館入館者数

●過疎地域持続的発展計画
●教育振興基本計画

●さつま町建設計画
●ＤＸ推進計画
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